
  

 

公共交通機関における聴覚障がい者支援システムの試作 

林 流星† 平山 亮‡ 
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あらまし    聴覚障がい者が公共交通機関をより安全に利用できるよう支援するシステムの試作を行った．

Google Maps API や Geolocation API を活用し，現在地の取得，目的地の設定，ルート案内，振動通知機能を実装し

た．大学生 10 名を対象にした実験では，移動時間が平均 5 分短縮、ストレス度が 3.2 から 1.8 へ低下するなどの効

果が確認された．一方で、GPS 精度の誤差やバッテリー消費が課題として浮上した．今後は，測位補正技術や省電

力化の導入を検討し，より実用的なシステムへの改良を進める予定である． 
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Abstract  A prototype system was developed to assist the hearing-impaired in using public transportation more safely, 

utilizing Google Maps API and Geolocation API to acquire current location, set destination, route guidance, and vibration 

notification functions. Experiments on 10 university students showed that the system reduced travel time by an average of five 

minutes and the stress level from 3.2 to 1.8. On the other hand, GPS accuracy errors and battery consumption emerged as 

issues. In the future, we plan to improve the system to make it more practical by introducing positioning correction technology 

and power saving. 
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1. はじめに  

公共交通機関は，日常生活において多くの人々が利

用する重要な移動手段である．しかし，聴覚障がい者

にとって，駅アナウンスや車内放送に依存する現在の

システムは利用が難しいという課題がある．2018 年に

障がい者を理由とした日常の困り事アンケートを行っ

た調査結果から全体の 72%が普段の生活の中で障害を

理由に不便と感じることに出くわすことが多いと回答

している [1]．また，その中でも聴覚障がい者の多かっ

た意見では，公共交通機関が利用しにくいという意見
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やコミュニケーションに不満を感じるという意見があ

った．公共交通機関を利用する中で，課題になってく

るのは情報取得の難しさである．また，情報取得が困

難になると移動することも困難になってくる．  

そこで，Google Maps API とデバイスの振動機能を

組み合わせた支援システムを開発し，目的地に近づい

た際に通知を送ることで，聴覚障がい者が安心して移

動できる環境を試作した．  

2.提案手法  

2.1.基本概念  
開発する簡単なイメージ図を図２に示す．  

 
図 2 システムのイメージ  

 

公共交通機関を利用する聴覚障がい者の移動を支

援するために，4 つの要素を組み合わせたシステムの

開発をした．一つ目は，Google Maps API を活用した

目的地の検索と地図表示．二つ目は，Geolocation API

を使用した現在地の追跡．三つ目は，振動機能を利用

した目的地近接時の通知．四つ目は，視覚的に認識し

やすいユーザーインターフェース．これらの要素を組

み合わせてシステムの試作を行った．  

2.2.システム概要  

2.2.1. Google Maps API 
Google Maps API は，目的地の検索や現在地との距

離計算に使用する．また，他にも 3 つの API を使用す

る．一つ目は Geocoding API．これは，  ユーザーが入

力 し た 地 名 か ら 経 度 情 報 を 収 集 す る ． 二 つ 目 は

Directions API．これは，  目的地までの最適ルートを

計算し，地図上で可視化する．三つ目は Distance Matrix 

API これは，現在地と目的地との距離を簡単に計算す

る．  

 

2.2.2.Geolocation API 
Geolocation API は，スマートフォンの GPS 機能を使

用して，現在地を特定する．これにより，ユーザーの

身体が目的地に近づいているかを定期的に評価できる． 

 

2.3.振動通知  
目的地に近接した際，振動機能を利用してユーザー

に目的地到着を通知させる．振動の長さやパターンは

調節可能とし，利用者の需要に対応させる．  

 

2.4.視覚的インタフェース  
ユーザーが目的地や路線情報を視覚的に認識しや

すいよう，簡潔な UI を提供する．ボタンの大きさや

テキストの解説性を重視した設計を目指す．  

 

3.実行順序  
最初に今回のシステムの簡単なフローチャートを

以下に示す．  

 

図３ システムのフローチャート  

 

まず，基礎的なプロトタイプを構築した．この段階

では，HTML と CSS を用いて基本的なユーザーインタ

ーフェースを設計し， JavaScript を使用してユーザー

入力に応答するイベントハンドラーを実装．その後，

Google Maps API を統合し，地図表示の初期機能を追

加する．次に，Google Maps API を活用して，ユーザ

ーが入力した目的地を地図上で可視化し，現在地との

連携を実現．API キーを取得してプロジェクトに設定

し，Geocoding API を使用して地名を緯度・経度に変換．

地図上には現在地と目的地のマーカーを配置し，視覚

的にわかりやすく表示させる．  

次に，ユーザーの現在地をリアルタイムで追跡し，

目的地との距離を測定する機能を実装． Geolocation 

API を使用して現在地情報を取得し，ユーザーの許可

を求めるダイアログを表示させる．取得した緯度・経
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度を基に地図上に現在地のマーカーを表示．さらに，

Distance Matrix API を活用し，現在地から目的地まで

の距離を動的に計算．この計算結果は画面上に表示さ

れ，距離が一定値を下回った場合に通知をトリガーす

る仕組みを実現させる．必要に応じて，計算結果をロ

グとして保存し，後の分析や改良に活用する．  

ユーザーが目的地付近に到達した際に，振動を用い

て 通 知 を 行 う 機 能 を 実 装 し た ． こ の 機 能 で は ，

JavaScript を用いて振動を制御するコードを記述し，

設定した閾値を下回った場合に振動を発生させる．振

動パターン（長さや回数）はユーザーの要望に応じて

調整可能に設計する．この通知機能は，聴覚障がい者

が視覚に頼らずに目的地到着を把握できるようにする

ための要素である．  

4.システムの製作  

4.1.システムの構成  
本システムは，大きく分けて以下の 3 つの主要コン

ポーネントで構成される．一つ目は，ユーザーインタ

ーフェース（UI）．  ユーザーが目的地を入力し，現在

地や通知の状態を確認するための画面．二つ目は，位

置情報処理システム．Geolocation API を用いてユーザ

ーの現在地を取得し，Google Maps API で目的地との

距離を計算．三つ目は，通知システム．目的地への接

近を検出し，振動通知をトリガーとする．  
 

4.2.開発環境   
今回のシステムを開発する上で使用したツールや

言語を以下にまとめる．  

表１開発環境  

プログラミング言語  HTML, CSS, JavaScript 

使用 API Google Maps API, 
Geolocation API 

開発ツール  Visual Studio Code,  
Chrome Developer Tools 
 

4.3. 各コンポーネントの詳細  
本システムの UI は，シンプルで直感的なデザイン

を使用．ユーザーが迷うことなく目的地を設定し，シ

ステムの動作を把握できるようにする．主要な UI 要

素は以下にまとめる．  

表 2 UI 要素の種類  

検索ボックス  目的地を入力するテキ

ストフィールド  

検索ボタン  目的地の検索を実行  

地図エリア  Google Maps API を用い

た現在地と目的地の表示  

距離表示  現在地から目的地まで

の距離をリアルタイムで

更新  

通知表示  振動通知が発生した際

のメッセージ  

 

5.実験  

5.1.実験概要  
本実験では，開発した聴覚障がい者向け移動支援

システムが従来の方法（地図アプリや標識の確認）

と比べて、どれだけ負担を軽減できるかを検証する

ため，健常者を対象としたテストを実施した．主な

目的は，システムを使用した場合と使用しなかった

場合で，目的地到着までにかかった時間，ストレス

と感じる度合いにどのような違いがあるかを明ら

かにし，システムの通知精度や位置情報取得の精度

を評価した．  

 

5.2.実験の流れ  
実験参加者はまず，実験の目的、手順の説明を受け

る．実験は大学生 10 名を，システムを使用するグルー

プ (5 名 )とシステムを使用しないグループ (5 名 )の 2 つ

に分けて行う．また、徒歩 500m 以内の建物の中で１

つ設定し，目的地までの時間，ストレス度合い，通知，

位置情報取得の精度を測定した．ストレス度合いを測

るために３つの項目を設定した．  

表３ ストレス項目  

ストレス項目  

注意力が散漫になる  

目的地に確実に到達できるかの不安  

時間を気にしてしまう  

 

 
図４ 実験の様子  
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5.3.結果  
 本実験の結果を表 3 で表し、移動時間の平均とスト

レス度合いを 5 段階評価 (1:低ストレス～5:高ストレ

ス )で示す .  

表３実験結果  

グ ル ー

プ  

平 均 移

動時間  

ストレス

度合い  

位 置 情

報 の 精

度  

通知の精

度  

シ ス テ

ム使用  

13 分  1.8 誤差 5m 誤差 8m 

シ ス テ

ム 未 使

用  

18 分  3.2 なし  なし  

 

この結果から、平均移動時間はシステム使用グループ

がシステム未使用グループに比べて 5 分短縮された．

また，ストレス度合いも 3.2 から 1.8 へ低減された．

このストレスの中には「目的地にちゃんと着けるか不

安だった。」という意見もあり，システムの有意性も確

認できた．また，位置情報や通知の精度の誤差もそれ

ぞれ 5m と 8ｍという結果が出た．  

 

6.考察  
まず，本システムの最も重要な利点は，目的地に近

づいたことを振動通知で直感的に知ることができる点

である．従来の公共交通機関では，アナウンスやディ

スプレイによる情報提供が主流であるが，聴覚障がい

者にとっては情報取得が困難であった．本システムを

導入することで，利用者は視覚情報に依存せず，確実

に目的地到着を把握できる．しかし，通知の精度や位

置情報の精度はまだ正確ではない．今後建物やトンネ

ルの中など電波が悪い場所でも GPS の精度を上げな

ければならない．  

 

7.結論  
本システムでは，聴覚障がい者の移動を支援するた

めのシステムを試作し，その有効性と課題について検

討を行った．Google Maps API および Geolocation API

を活用し，ユーザーの現在地と目的地の距離を計算し，

目的地到着時に振動通知を行う仕組みを実装した．本

システムの導入により，公共交通機関を利用する際の

不安を軽減し，目的地到着の把握が容易であることが

確認された．  

本システムの主な利点として，視覚的な情報に依存

せず，振動通知により目的地到着を直感的に把握でき

る点が挙げられる．これにより，アナウンスに頼るこ

となく，確実に目的地へ到達することが可能となる．   

今後の展望として通知の精度や位置情報の精度の

向上を行う．そしてユーザーにフィードバックしても

らい，その結果をまた反映させ交通機関全体への展開

を行うことが挙げられる．  
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